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１．研究計画の概要 
 本研究領域では、多彩な生命現象と疾患病
態に関与している「活性酸素による生理的シ
グナル伝達機能」の解明に向けて、化学と生
物系が融合したケミカルバイオロジーの新た
な視点から、活性酸素のシグナル伝達研究を
展開する。このため、生物化学、生化学、細
胞生物学、分子生物学、医学生物学・臨床医
学の幅広い分野の第一人者が一堂に会してそ
れぞれの専門分野を深く探究しながら、互い
に緊密な有機的連携を図ることが必須である。
本領域の総括班では、研究推進方策の検討、
領域の評価と助言を行い、さらに、当該分野
の国際的な学術連携と人材育成に取組む。特
にケミカルバイオロジーという生物・化学系
の領域を跨いだ学際的研究の成果として、活
性酸素のシグナル機能に関する新規解析技法
の開発を推進する。 
 
２．研究の進捗状況 

 本領域の総括班では、研究推進方策の検討、

領域の評価と助言を行い、さらに、当該分野

の国際的な学術連携と人材育成に取組んだ。

特にケミカルバイオロジーという生物・化学

系の領域を跨いだ学際的研究の成果として、

活性酸素のシグナル機能に関する新規解析技

法の開発を推進した。これまでの総括班の活

動は以下の通りである。 

 

(1) 総括班会議：本領域の発足後、これまで

６回の班会議を開催し、領域メンバー間

で最新の情報を共有するとともに、研究

項目間の共同研究の促進を図った。また、

班会議の概要・抄録は下記ニュースレタ

ーに掲載し、広く領域外への情報公開を

行った。 

(2) 国際公開シンポジウム：これまで３回の

国際公開シンポジウムを開催した。海外

から延８名、国内から延８名の本分野の

エキスパートの講演者を招聘し、活性酸

素研究における最新のトピックスを紹介

した。 

(3) 領域ホームページ：領域ホームページ（平

成 21 年 1 月 7 日 公 開 、

http://www.ros-signal.jp）を立ち上げ、

研究成果に関する情報の開示や、シンポ

ジウムや当該分野の関連学会等の情報の

提供や当該分野において開発された最新

の研究技術と情報の公開を積極的にすす

めた。なお本ホームページでは、海外へ

の情報発信を目的に、日本語版のみなら

ず英語版のサイトを公開している。 

(4) ニュースレター：ニュースレターを発行

（これまで第３号まで発行）し、本領域

の計画研究・公募研究の概要や公開国際

シンポジウム（上記参照）の抄録を紹介

し、情報公開を行った。 

 

３．現在までの達成度 
「①当初の計画以上に進展している。」 
 昨年の中間評価においても、「化学と生物学
の融合によるケミカルバイオロジーの立場か
ら活性酸素検出に用いる新規ケミカル・プロ
ーブの開発も進められており、総括班の支援
事業を通して多くの研究者に共有されるなど、
その波及効果も大きい。若手研究者の積極的
な支援など研究領域のマネジメントも良好で
あり、順調に研究成果を挙げている。」等の意
見と共に、「期待取りの進展が認められる」、
との評価結果であった。 
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４．今後の研究の推進方策 

(1) 班会議・総括班会議の開催：領域内の研

究者間での情報交換、研究資材の相互利

用を含めた有機的な連携構築を推進する。

また、本領域の大きな使命である活性酸

素研究者の人材育成に貢献するために、

今後の班会議・シンポジウム（下記）に

おいても、領域メンバーのみならず、ポ

スドク、大学院生などの若手の参加を強

力に推奨していく。 

(2) 公開国際シンポジウムの開催：本研究領

域で得られた成果を国内外に発信するた

めに、公開国際シンポジウムを開催する。

また、当該関連分野において最先端の研

究者を招聘し、領域内外での情報交換を

促進する。特に、若手研究者にはポスタ

ー発表等を通して、発表の機会を積極的

に与える。 

(3) 技術支援講習会・セミナーの開催：本研

究領域によって開発されプローブをどの

ように実際の研究に活かすのかについて、

イメージング技術を中心とした講習会・

セミナーを開催し、最先端解析技術の領

域内外への還元活動を行う。 

(4) 情報公開：上記、シンポジウムや技術支

援セミナーに加え、ニュースレター（年

２回発行）、ホームページを通して、最新

情報を随時公開する。 
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は下線） 
〔雑誌論文〕（計２２５件） 
① Numajiri, N., Takasawa, K., Nishiya, T., 
Tanaka, H., Ohno, K., Hayakawa, W., Asada, 
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for PI3-kinase-Akt signaling through 
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Acad. Sci. USA, in press. ［査読有り］ 
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Nakaya, M., Kim, K.M., Ide, T., Sato, Y., 
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〔 そ の 他 〕 ホ ー ム ペ ー ジ
（http://www.ros-signal.jp/）を開設し、積
極的に情報発信を行った。 


